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気持ちを一つにしてOBIを

OBI 後援会・同窓会 副会長 J=iJII f昔生 [11 期生］

OBIとoccが統合して2年になり、その歩みも軌道に乗って

まいりました。 その後を追うようにOBI後援会とOBI同窓会が

統合し、「occお茶の水聖書学院後援会・同窓会」となって、

間もなく1年になります。

後援会と同窓会が一つになったことにより、 すっきりした形に

なったという印象です。

もともと、 後援会と同窓会がどのような働きをしているのか、

どこが違うのか、 なぜ似たような組織が二つあるのか、 はたか

ら見て判然としない面がありました。

かく言う私がそういう思いを持っていました。

私は2004年に卒業いたしましたが、 卒業と同時に自動的に

同窓会の一員となり、 ニュースレタ ー や同窓会の案内を頂くよ

うになりました。 ただ、 後援会については、 後援会が存在して

いることは知っていても自分には関係ないという思いでした。

卒業してから研究科生としてOBIに通っているうちに、 同窓

会に関わるようになり、もう一つの組織、 後援会の働きのこと

も知るようになりました。

後援会はOBIを資金的に支えるという重要な働きをして来たこ

とがわかりました。

OBIにとって無くてはならない組織であったということです。

OBIは経済的に厳しい状況が続いていますので、 同窓会も

毎年OBIのために献金をしてまいりました。

私はその後、 後援会にも関わるようになり、 同窓会と後援会

両組織の働きを内部から知ることが出来ました。

後援会の会員はほとんどが同窓生で、 同窓会員であるというこ

ともわかりました。

また、 後援会発足の理由も知ることが出来ました。

かつてOBIが存続の危機状態になった時、 同窓生の一個人が

私財をはたいて窮地を救ってくださり、 そのことをきっかけとし

て、 個人ではなく組織としてOBIを支えて行くことを目的に後

援会が組織され、 それに賛同した同窓生有志が毎月献金をし

て支援金を積み立てて後援会の働きを続けて来てくださったと

いうことでした。

現在、 同窓生も200名近くまでになり、 同窓会は大きな組織

となっています。

そのような状況から、 後援会の役員の方は数年前から同窓会

と一体化したら良いのではないかと考えておられたようです。

私も同窓会と後援会両方にかかわった者として、 一 体化は

意味のあることと言うより一つの組織として活動すべきではな

いかと思うようになっていました。

そこで後援会と同窓会それぞれが内部で話し合い、 その後、

三浦喜代子後援会長と有田貞ー同窓会長と役員が同席しての

話し合いを持ちました。

結果、 一 体化することに合意いたしましたので、 並行して

OBI側の意見も伺いながら一体化の作業を開始し、 昨年5月

18日の同窓会総会、 後援会総会において後援会と同窓会合

併の案が講題として出され、 双方の総会で承認を得ました。

そして1年、 その間、 事務の引き継ぎなど手間のかかること

もありましたが、 すっきりした形に収めることが出来ました。

新しい組織の会長には、 有田貞ー同窓会会長に就任していた

だきました。 有田会長にはこの1年合併上の諸課題を精力的に

こなして頂きました。

新組織「occお茶の水聖書学院後援会・同窓会」の主た

る目的は、後援会の目的であった「経済的にOBIを援助する」

ことを第一に、 同窓生の絆、 OBIを思う方との絆を大事にしつ

つOBI愛を持ち続けていただくことです：

OBIは、 教会のために、 キリスト教界のために、 神様が

必要とされる存在であると確信しております。

主の働き手を育てるOBIを、 私たちは主の愛に応答する愛を

持ってサポー トしてまいりましょう。

「私の喜びが満たされるように、 あなたがたは一 致を保ち、

同じ愛の心を持ち、 心を合わせ、 志を一つにしてください。」
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